
「気管支喘息の最近の話題

―診断から治療（吸入療法からバイオ製剤まで）―」

日時：令和８年１１月１３日（金）１７:１５～１８：１５
場所：総合医療センター５階 カンファレンス室１ 座長 友田 恒一

※大学院生で講義として受講する場合は必ず教務課（大学院）へ問い合わせてください。

《皆様のご来聴をお待ちしております》

奈良県立医科大学
呼吸器内科学講座

准教授 甲斐 吉郎 先生

気管支喘息の診療では、的確な診断に加え、吸入手技やアドヒアランス、併存症、
増悪リスク、2型炎症の評価に基づく治療の最適化が重要である。本講演では、喘
息診断の基本と鑑別、吸入療法の選択と実践、重症喘息の見極めについて概説す
る。さらに、抗IgE抗体、抗IL-5／IL-5受容体抗体、抗IL-4受容体α抗体、抗
TSLP抗体などの生物学的製剤について、導入の考え方、製剤選択、効果判定を実
臨床の視点から整理し、最新の喘息診療を紹介する。


